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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 12,909 20.8 2,420 36.2 2,723 32.8 2,227 27.4 

29年３月期第２四半期 10,683 △7.0 1,777 3.1 2,049 △2.6 1,747 0.7 
 
（注）包括利益 30年３月期第２四半期 4,167 百万円 （－％）   29年３月期第２四半期 39 百万円 （△97.4％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第２四半期 23.22 － 

29年３月期第２四半期 18.06 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 4,835,853 142,519 2.9 

29年３月期 4,645,051 139,712 3.0 
 
（参考）自己資本 30年３月期第２四半期 142,519 百万円   29年３月期 139,712 百万円 

 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 8.00 － 10.00 18.00 

30年３月期 － 9.00       

30年３月期（予想）     － 9.00 18.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 有    

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

 当社グループの主たる業務である証券金融業の業績は、株式市況・金利等の動向により大きく影響を受けるため業績予

想の開示は行っておりませんが、当社グループの業態に適した開示を行うことを目的に試算値等を掲載することとしてお

ります。 

 なお、業績につきましては、四半期毎に合理的な見積もりが可能となった時点で速やかに開示しております。 

 
 
 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期２Ｑ 100,000,000 株 29年３月期 100,000,000 株 

②  期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 4,510,222 株 29年３月期 3,821,515 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 95,920,813 株 29年３月期２Ｑ 96,746,118 株 

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、「株式給付信託

（BBT）」が保有する当社株式を含めております。 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

「３．平成30年３月期の連結業績予想」に掲げた理由から、業績予想の記載はしておりません。 

 



＜試算値等＞ 

（注）連結業績試算値等の当四半期における修正の有無：有 

［連結業績の試算値］ 

（通期） 

  営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表試算値（A） 2,600 3,300 2,600 27.10 

今回発表試算値（B） 3,400 4,100 3,300 34.48 

増減額（B-A） 800 800 700 － 

増減率（%） 30.8 24.2 26.9 － 

 

［個別業績の試算値］ 

（通期） 

  営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表試算値（A） 1,800 2,500 2,100 21.89 

今回発表試算値（B） 2,500 3,200 2,700 28.21 

増減額（B-A） 700 700 600 － 

増減率（%） 38.9 28.0 28.6 － 

［試算値の前提とした貸借取引業務に係る残高］ 

貸借取引平均残高：貸付金 3,100億円（＋100億円）、貸付有価証券 3,700億円（＋700億円） 

貸借取引金利等：融資金利 年 0.6％、貸株等代り金金利 年 0％、貸株料 年 0.4％ 

※（ ）内は前回発表試算値における前提残高との比較 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）の株式市場についてみますと、期初

18,983円で始まった日経平均株価は、北朝鮮を巡る地政学リスクの高まりなどから４月14日には当期間の最安値とな

る18,335円まで下落しましたが、仏大統領選結果を好感して上昇に転じ６月上旬には約１年半ぶりに20,000円の大台

を回復しました。８月以降は、北朝鮮情勢懸念が再燃するなかで、９月上旬には19,200円台まで下落したものの、衆

院解散報道や米国による追加利上げ期待などを背景としたドル高・円安推移を受けて上昇に転じ、９月25日には約２

年ぶりの高値となる20,397円まで上伸し、９月末は20,356円で取引を終えました。 

この期間における東京市場の制度信用取引買い残高をみますと、期初の２兆350億円台から漸減基調を辿り、５月

上旬には当期間のボトムとなる１兆8,000億円程度まで減少しましたが、その後は株価下落局面における個人投資家

による押し目買いから増加し、８月下旬には当期間のピークとなる２兆1,500億円台まで回復し、９月末は２兆300億

円台となりました。一方、期初に5,800億円台であった同売り残高は、４月中旬に当期間のボトムとなる5,700億円台

まで減少したものの、６月上旬の株価上昇局面において新規売りが見られたことから、7,700億円台まで増加しまし

た。その後は、株価下落局面における利益確定の買戻しから、８月下旬には6,400億円台まで減少しましたが、９月

下旬にかけては再び7,700億円台を回復し、９月末は7,300億円台となりました。 

このような株式市場の動向の下で、当第２四半期連結累計期間における当社グループの貸付金総残高（期中平均）

は5,367億円と前年同期比843億円の増加となりました。 

当第２四半期連結累計期間の連結営業収益は、貸借取引業務における有価証券貸付料が増加となったことなどか

ら、12,909百万円（前年同期比20.8％増）となりました。また、同営業費用は貸借取引および債券貸借取引における

有価証券借入料が増加したことなどから6,518百万円（同32.8％増）となりました。なお、一般管理費はほぼ前年同

期並みの3,970百万円（同0.7％減）となりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結営業利益は2,420百万円（同36.2％増）、同経常利益は2,723百万円

（同32.8％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,227百万円（同27.4％増）となりました。 

 

次に当第２四半期連結累計期間における各セグメントの営業概況は以下のとおりです。 

○証券金融業

貸借取引業務では、貸借取引貸付金が期中平均で3,138億円と前年同期比502億円増加したことから、貸付金利息は

増収となりました。また、貸借取引貸付有価証券が期中平均で3,738億円と前年同期比1,465億円増加し、貸株料が増

収となったことに加え、貸株超過銘柄にかかる品貸料も増加したことから、これらをあわせた有価証券貸付料は増収

となりました。この結果、当業務の営業収益は6,640百万円（前年同期比51.1％増）となりました。

一般貸付業務では、個人・一般事業法人向け貸付および金融商品取引業者向け貸付がともに低調に推移し、当業務

の貸付金の期中平均は361億円と前年同期比113億円の減少となりました。一方、株式市況の回復に伴い、現金担保付

株券等貸借取引の利用は増加しました。この結果、当業務の営業収益は、414百万円（同9.4％減）となりました。

有価証券貸付業務では、一般貸株部門が増収を確保したことに加え、債券営業部門において貸付残高の増加等によ

り大幅な増収となった結果、当業務の営業収益は2,242百万円（同14.5％増）となりました。

その他の収益は、保有国債の利息収入が減少した一方で、保有投資信託の分配金等の収入が増加したことなどか

ら、1,794百万円（同2.4％増）となりました。

 

○信託銀行業 

信託銀行業務では、信託報酬が堅調に増加したものの、保有国債等の売却益が減少したほか、貸付金利の低下に伴

い貸付金利息が減収となったことなどから、当業務の営業収益は1,380百万円（同18.3％減）となりました。 

 

○不動産賃貸業 

不動産賃貸業務における営業収益は435百万円(同1.7％増)となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期末（平成29年９月30日）の総資産は、有価証券および借入有価証券代り金等が減少した一方で、現金

及び預金ならびに投資有価証券等が増加したことから、前連結会計年度末を1,908億円上回る４兆8,358億円となりま

した。 

なお、現金及び預金の太宗は、日証金信託銀行の信託勘定における待機資金および資金繰りの関係で一時的に発生

する預金です。 
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[参考] 

当社グループ業務別営業収益の状況

      前年同期間 

（自 平成28年４月１日 

  至 平成28年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成29年４月１日 

  至 平成29年９月30日） 

前連結会計年度（通期） 

（自 平成28年４月１日 

  至 平成29年３月31日） 

      金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 

証券金融業 8,563 80.2 11,092 85.9 19,407 84.1 

  貸借取引業務 4,395 41.1 6,640 51.4 10,721 46.5 

    貸借取引貸付金利息 840 7.9 1,000 7.7 1,694 7.3 

    借入有価証券代り金利息 305 2.9 587 4.6 887 3.8 

    有価証券貸付料 3,074 28.8 4,805 37.2 7,771 33.7 

  一般貸付業務 457 4.3 414 3.3 907 3.9 

  有価証券貸付業務 1,958 18.4 2,242 17.3 4,453 19.3 

    株券 487 4.6 508 3.9 941 4.1 

    債券 1,471 13.8 1,734 13.4 3,512 15.2 

  その他 1,752 16.4 1,794 13.9 3,325 14.4 

信託銀行業 1,690 15.8 1,380 10.7 2,792 12.1 

  貸付金利息 81 0.8 50 0.4 147 0.6

  信託報酬 321 3.0 360 2.8 668 2.9

  その他 1,288 12.1 970 7.5 1,977 8.6

不動産賃貸業 428 4.0 435 3.4 865 3.8

合計 10,683 100.0 12,909 100.0 23,066 100.0

 

 

当社グループ貸付金の状況（平均残高）

  前年同期間 

（自 平成28年４月１日 

  至 平成28年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 平成29年４月１日 

  至 平成29年９月30日） 

前連結会計年度（通期） 

（自 平成28年４月１日 

  至 平成29年３月31日） 

金額(億円) 構成比(％) 金額(億円) 構成比(％) 金額(億円) 構成比(％) 

貸借取引貸付金 2,636 58.3 3,138 58.5 2,654 56.8 

一般貸付金 475 10.5 361 6.7 448 9.6 

(うち一般信用ファイナンス) (91) (2.0) (88) (1.6) (95) (2.0) 

信託銀行貸付金 1,337 29.5 1,863 34.7 1,499 32.1 

その他 75 1.7 3 0.1 70 1.5 

合計 4,524 100.0 5,367 100.0 4,672 100.0

（参考） 

貸借取引貸付有価証券 
2,273 ― 3,738 ― 2,913 ―
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（３）連結業績予想に関する定性的情報

当社グループの主たる業務である証券金融業の業績は、株式市況・金利等の動向により大きく影響を受けるため業

績予想の開示は行っておりませんが、当社グループの業態に適した開示を行うことを目的に試算値等を掲載すること

としております。 

連結子会社である日証金信託銀行株式会社は前期を下回る利益水準を、日本ビルディング株式会社は前期並みの利

益水準を予想しております。 

持分法適用関連会社である日本電子計算株式会社およびジェイエスフィット株式会社は前期を下回る利益水準を予

想しております。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,076,761 1,339,661 

コールローン 33,000 80,000 

有価証券 238,498 218,001 

営業貸付金 587,752 634,457 

繰延税金資産 278 379 

借入有価証券代り金 1,930,722 1,666,706 

その他 75,682 64,929 

貸倒引当金 △254 △256 

流動資産合計 3,942,440 4,003,878 

固定資産    

有形固定資産 6,621 6,442 

無形固定資産 4,346 4,041 

投資その他の資産    

投資有価証券 690,208 819,957 

固定化営業債権 1,160 1,098 

その他 1,431 1,530 

貸倒引当金 △1,158 △1,096 

投資その他の資産合計 691,642 821,490 

固定資産合計 702,610 831,974 

資産合計 4,645,051 4,835,853 

負債の部    

流動負債    

コールマネー 626,898 963,206 

短期借入金 13,010 13,010 

1年内返済予定の長期借入金 － 1,000 

コマーシャル・ペーパー 185,000 263,000 

未払法人税等 387 481 

賞与引当金 534 534 

役員賞与引当金 67 － 

貸付有価証券代り金 2,492,578 2,244,111 

信託勘定借 1,095,054 1,108,001 

その他 63,908 75,414 

流動負債合計 4,477,440 4,668,760 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

固定負債    

長期借入金 4,000 3,000 

繰延税金負債 9,410 10,208 

再評価に係る繰延税金負債 74 74 

役員退職慰労引当金 41 41 

役員株式給付引当金 51 44 

退職給付に係る負債 2,941 315 

資産除去債務 50 50 

デリバティブ債務 10,680 10,199 

その他 648 638 

固定負債合計 27,898 24,572 

負債合計 4,505,339 4,693,333 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,000 10,000 

資本剰余金 11,325 11,325 

利益剰余金 106,196 107,455 

自己株式 △2,207 △2,599 

株主資本合計 125,314 126,181 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 19,736 24,225 

繰延ヘッジ損益 △5,083 △7,581 

土地再評価差額金 168 168 

退職給付に係る調整累計額 △423 △473 

その他の包括利益累計額合計 14,397 16,337 

純資産合計 139,712 142,519 

負債純資産合計 4,645,051 4,835,853 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業収益    

貸付金利息 1,302 1,373 

借入有価証券代り金利息 508 893 

有価証券貸付料 4,881 6,783 

その他 3,990 3,859 

営業収益合計 10,683 12,909 

営業費用    

支払利息 559 664 

有価証券借入料 3,475 5,125 

その他 874 728 

営業費用合計 4,909 6,518 

営業総利益 5,774 6,391 

一般管理費 3,996 3,970 

営業利益 1,777 2,420 

営業外収益    

受取利息 114 113 

受取配当金 258 233 

償却債権取立益 4 1 

その他 40 16 

営業外収益合計 417 364 

営業外費用    

持分法による投資損失 143 57 

自己株式取得費用 1 4 

その他 0 0 

営業外費用合計 145 62 

経常利益 2,049 2,723 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 5 

特別利益合計 － 5 

特別損失    

投資有価証券売却損 － 2 

ゴルフ会員権売却損 2 － 

特別損失合計 2 2 

税金等調整前四半期純利益 2,047 2,726 

法人税、住民税及び事業税 297 481 

法人税等調整額 1 18 

法人税等合計 299 499 

四半期純利益 1,747 2,227 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,747 2,227 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 1,747 2,227 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △3,067 4,470 

繰延ヘッジ損益 1,399 △2,497 

退職給付に係る調整額 52 △59 

持分法適用会社に対する持分相当額 △92 26 

その他の包括利益合計 △1,708 1,940 

四半期包括利益 39 4,167 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 39 4,167 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成29年５月11日開催の取締役会において、平成29年５月12日から平成30年３月16日にかけて、取得す

る株式の総数1,500,000株、取得総額1,000百万円を上限に自己株式を取得することを決議し、平成29年５月から平

成29年９月にかけて700,000株を396百万円で取得しております。この取得などにより、当第２四半期連結累計期間

において自己株式が391百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株式が2,599百万円となっており

ます。

 

 

（追加情報）

（取締役等に信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

当社は、当社取締役（社外取締役を除きます。）及び執行役員（以下あわせて「取締役等」といいます。）の報酬

と当社の業績及び株式価値との連動性をより明確にし、中長期的な業績の向上と企業価値の増大への貢献意識を高め

ることを目的として、業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit Trust））」（以下「本制

度」といいます。）を導入しております。 

 

１ 取引の概要 

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役等に対して、取締役会

が定める「役員株式給付規程」に従って、当社株式及び当社株式を時価で換算した金額相当の金銭（以下「当社

株式等」といいます。）が信託を通じて給付される業績連動型の株式報酬制度です。

なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時とします。

 

２ 信託に残存する自社の株式 

本制度に関する会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の

取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。これにより、信託

に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）で純資産の部に自己株式として計上

しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度267百万円、640千株、当第２四半期連結

会計期間262百万円、627千株であります。 

 

（退職給付信託の設定） 

当社は、当第２四半期連結会計期間において、退職給付財政の更なる健全化を目的として、退職給付信託を設定

し、現金2,665百万円を拠出いたしました。これにより、退職給付に係る負債が同額減少しております。 
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  証券金融業 信託銀行業 不動産賃貸業 合計 

営業収益        

外部顧客への営業収益 8,563 1,690 428 10,683 

セグメント間の内部営業収益又は

振替高 
3 6 196 206 

計 8,567 1,697 624 10,889 

セグメント利益 1,705 293 328 2,327 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の
主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,327

セグメント間取引消去 △134

持分法投資損失 △143

その他の調整額 －

四半期連結損益計算書の経常利益 2,049

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  証券金融業 信託銀行業 不動産賃貸業 合計 

営業収益        

外部顧客への営業収益 11,092 1,380 435 12,909 

セグメント間の内部営業収益又は

振替高 
1 1 196 199 

計 11,094 1,382 631 13,108 

セグメント利益 2,367 210 334 2,911 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の
主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,911

セグメント間取引消去 △130

持分法投資損失 △57

その他の調整額 －

四半期連結損益計算書の経常利益 2,723

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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３．（参考）個別財務諸表

（１）四半期貸借対照表

（単位：百万円）

 
前事業年度 

（平成29年３月31日）

当第２四半期会計期間

（平成29年９月30日）

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 366,639 763,887

有価証券 64,540 67,368

営業貸付金 411,380 430,416

繰延税金資産 248 297

借入有価証券代り金 1,947,163 1,678,092

その他 68,127 57,297

貸倒引当金 △146 △150

流動資産合計 2,857,954 2,997,209

固定資産    

有形固定資産 2,009 1,893

無形固定資産 4,292 3,996

投資その他の資産    

投資有価証券 525,135 577,625

関係会社株式 26,893 26,893

固定化営業債権 938 876

前払年金費用 － 268

その他 1,683 1,783

貸倒引当金 △938 △876

投資その他の資産合計 553,712 606,570

固定資産合計 560,015 612,460

資産合計 3,417,969 3,609,669

負債の部    

流動負債    

コールマネー 584,598 938,206

短期借入金 1,970 1,970

１年内返済予定の長期借入金 － 1,000

コマーシャル・ペーパー 185,000 263,000

未払法人税等 154 288

賞与引当金 481 478

役員賞与引当金 67 －

貸借取引担保金 61,895 71,918

貸付有価証券代り金 2,437,985 2,185,883

その他 1,708 3,199

流動負債合計 3,273,861 3,465,945
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（単位：百万円）

 
前事業年度 

（平成29年３月31日）

当第２四半期会計期間

（平成29年９月30日）

固定負債    

長期借入金 1,000 －

繰延税金負債 6,393 7,092

再評価に係る繰延税金負債 74 74

退職給付引当金 2,332 －

役員退職慰労引当金 41 41

役員株式給付引当金 51 44

その他 3,539 3,531

固定負債合計 13,432 10,783

負債合計 3,287,293 3,476,728

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 11,325 11,325

利益剰余金 95,889 96,949

自己株式 △2,199 △2,591

株主資本合計 115,015 115,684

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 13,345 17,934

繰延ヘッジ損益 2,146 △844

土地再評価差額金 168 168

評価・換算差額等合計 15,660 17,257

純資産合計 130,676 132,941

負債純資産合計 3,417,969 3,609,669

     

（注）この四半期貸借対照表は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー

対象ではありません。
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（２）四半期損益計算書

（単位：百万円）

 
前第２四半期累計期間 

（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間 
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

営業収益    

貸付金利息 1,221 1,323

借入有価証券代り金利息 511 893

受取手数料 193 261

有価証券貸付料 4,849 6,763

その他 1,791 1,853

営業収益合計 8,567 11,094

営業費用    

支払利息 156 207

支払手数料 273 301

有価証券借入料 3,482 5,124 

その他 102 167 

営業費用合計 4,015 5,800 

営業総利益 4,551 5,294

一般管理費 3,338 3,374

営業利益 1,213 1,920

営業外収益    

受取利息及び受取配当金 455 435

その他 39 15

営業外収益合計 494 451

営業外費用    

自己株式取得費用 1 4

その他 0 0

営業外費用合計 1 4

経常利益 1,705 2,367

特別利益    

投資有価証券売却益 － 5

特別利益合計 － 5

特別損失    

投資有価証券売却損 － 2

ゴルフ会員権売却損 2 －

特別損失合計 2 2

税引前四半期純利益 1,703 2,370 

法人税、住民税及び事業税 136 326

法人税等調整額 14 15

法人税等合計 150 342

四半期純利益 1,552 2,028

     

※１株当たり四半期純利益    29年３月期第２四半期 16円05銭    30年３月期第２四半期 21円15銭

（注）この四半期損益計算書は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー

対象ではありません。
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